




























主催 日本情報処理検定協会  後援 文部科学省 

第１２２回(令和２年２月)日本語ワープロ検定試験 初段問題(文書作成Ⅱ-指示文)

◆問題文を基に各指示、注意書きに従ってＡ列４判１枚に体裁よく仕上げなさい。 

１行の文字数は４０文字以上とする。 

◎書体の指示がない場合は、すべて明朝体を使用する。 

◎ポイントの指示がない場合は、１０．５ポイントに統一する。 

◎入力文字、図形の形、線種、線の太さの指示がない場合、問題文のとおりにする。 

◎表、グラフの文字の大きさ、書体の種類は問わない。なお、数値は半角文字にする。 

◎塗りつぶしの色は問わない。ただし、文字が判読できる色にすること。 

◎指示文の“ ”で囲まれた文字は問題文の文字を表し、以下の処理を行うこと。 

 １．見出しは、次の処理をしなさい。 

  （１）図形（塗りつぶし）を挿入し、中央揃えにすること。 

  （２）“日本の航空事情”は２４ポイント、中央揃えにすること。 

 ２．“今から１２０年ほど前に、人類が空を飛ぶ”～“滑走路の増設などが計画されているそうです。” 

   は段組み（２段）にしなさい。 

 ３．“国内における旅客者数”は１６ポイント、波下線、中央揃えにしなさい。 

 ４．“年別の旅客者数”の表に次の処理をしなさい。 

  （１）表の形式（配置、文字位置、線種、線の太さ）は問題文のとおりにすること。 

  （２）合計を求めること。 

 ５．問題文のように４．の表の右側に図形を挿入し、次の処理をしなさい。 

  （１）“世界的に見ても”～“推測されています。”はゴシックにすること。 

 ６．表を基にグラフを作成しなさい。 

  （１）グラフの種類は、年ごとの国内線、国際線を表す積み上げ縦棒グラフにすること。 

  （２）配置、グラフタイトル、凡例は問題文のとおりにすること。 

 ７．“トピックス”は１６ポイント、波下線、中央揃えにしなさい。 

 ８．二つの図形を挿入し、次の処理をしなさい。 

  （１）図形全体は中央揃えにすること。 

  （２）“航空会社の種類”、“パイロット不足”は網かけ、中央揃えにすること。 

 ９．“さらなる利用拡大が見込まれる航空業界の今後に目が離せません！”はゴシック、１２ポイント、 

   斜体、中央揃えにしなさい。 



主催 日本情報処理検定協会  後援 文部科学省 

第１２２回(令和２年２月)日本語ワープロ検定試験 初段問題(文書作成Ⅱ-問題文)

 今から１２０年ほど前に、人類が空を飛ぶ有人動力飛行に成功して以来、航空機は目覚

ましい発展を遂げました。発明時は命懸けで挑まなければいけなかった飛行も、今では安

全で快適な空の旅を楽しむことができるようになっています。 

 現在、日本には全国で９７か所の空港および飛行場が存在し、空港を利用する人は年々

増加しています。それに伴い、大都市圏の空港では、新規ターミナルのオープンや滑走路

の増設などが計画されているそうです。 

国内における旅客者数 

年別の旅客者数 

年 国内線 国際線 合計 

平成２３年 7,915 1,259

平成２５年 9,251 1,509

平成２７年 9,612 1,885

平成２９年 10,223 2,239

※単位：万人 

トピックス 

さらなる利用拡大が見込まれる航空業界の今後に目が離せません！ 
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航空会社の種類 

既存の航空会社とＬＣＣの二つに分けることができます。前者は機内サービスや

座席指定などが無料であるのに対し、後者はそれらがほとんど有料です。それに

よってＬＣＣは低価格を実現しています。 

パイロット不足 

世界各国で直面している問題だといいます。需要が高まっているのにもかかわら

ず、供給が十分に追い付いていないのが現状で、この影響によって欠航となった

便もあるそうです。 

世界的に見ても航空旅客者数は

右肩上がりで、２０３６年には

年間７８億人に達すると推測さ

れています。 




